
超音波式流速計
超音波伝播時間差方式で河川・水路等における流速（流量）を効率よく計測

　河川（水路）の両岸に超音波送受波器を設置します。対向した一対の送
受波器が測線（超音波伝搬距離L）を形成し、相互に送信/受信を行います。
　上流側の送受波器から打ち出された超音波パルスが下流側の送受波
器で受信されるまでの時間t1を計測します。これと逆に下流側からも超音
波パルスが打ち出され、上流側で受信されるまでの時間t2を計測します。
　この2つのパルス伝搬時間の差と送受波器間距離から、流速Vを求める
ことができます。この際、瞬時に水中での超音波伝搬時間を計測すること
から、水温の変化による影響がなく流速を計算することができ、河川（水
路）の横断方向に対する安定した平均流速を計測することができます。
　流向計は、同様の原理で求まる流速データから順流・逆流を判別します。

　流速計は、2秒毎（川幅
約100m、2測線）の計測
ができ、高速処理を行える
演算処理装置にて処理
（別途、水位計データも入
力）することにより、リアル
タイムな流量管理にも対
応が可能となっています。
（流向計は、10秒毎（川幅
約30m、1測線）の計測に
より、流向接点出力を行い
ます。）

t1：上流側送受波器から下流側送受波器への超音波伝搬時間［s］

t2：下流側送受波器から上流側送受波器への超音波伝搬時間［s］

 L：送受波器間の距離［m］     C：水中での超音波伝搬速度［m/s］

θ：測線と流向との角度［°］   V：平均流速［m/s］

測定原理

上式より、平均流速Vは、

上記2式の逆数をとり、差を求めることで、Ｃを消去
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システム構成図

仕様

型 式
周 波 数
ビ ー ム 幅
送受波器間隔

出力ケーブル
外 形 寸 法

TUV-200S
200KHz
±10°
2.8m ～140m（川幅約100m ）
（流向と器間のなす角度は45 °を推奨。
ただし設置条件による）
専用2芯シールドケーブル 30m
φ60×120（H）mm（突起部は含まない）

型 式
入 力

出 力

表 示
処 理 機 能

電 　 　 源
外 形 寸 法

TUV-200FP-□□□0（□内は出力による）
（a）流速シリアル信号×1量（流速計変換器より）
（b）水位 BCD信号×1量（接点またはオープンコレクター）
（a）演算データ出力（BCD、アナログ）
（b）層識別接点出力（1～4測線） 4 点
LCD表示器 20文字×2行
（a）全層の平均流速演算
（b）水位による測定開始判定処理（層識別）
（c）しきい値との比較による流向判定
　  流向判定基準　流速0.03m/s以上を任意認定
（d）H-Aテーブルによる河川断面積演算
（e）断面積・平均流速による流量演算
（f）H-Q テーブルによる流量演算及び流速演算処理

）え替り切動自に時のーラエが量流たれさ算演りよ速流（ 　
（g）積算流量演算（積算間隔2秒,10秒,30秒,1分より選択）
DC12V（10.5 ～16.5V）
480（W）x149（H）x300（D）mm（突起部を含まない）

TUV -200C1
1測線（超音波送受波器×2個1組）
※TUV-200C2は、2測線用
　（送受波器×2個1組×2 側線）
※拡張ユニット接続により最大4測線まで
AGC回路（ オートゲインコントロール）
 －4m/s ～+4m/s
（a）流速0.1m/s未満　±0.02m/s
（b）流速0.1m/s以上　±0.04m/s
0.001m/s
2秒
シリアル出力（RS-232CまたはRS-422）×1
10秒 /30秒/60秒/連続（ 2秒）
LCD表示器（タッチパネル付き）
DC12V（10.5 ～16.5V）
480（W）x149（H）x342（D）mm（突起部を含まない）

型 　 　 式
測  線  数

ゲイン 調 整
測 定 範 囲
測 定 精 度

最小表示単位
測 定 間 隔
流 速 出 力
出 力 間 隔
表 　 　 示
電 　 　 源
外 形 寸 法
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※中継端子箱は専用ケーブル（30ｍ）を延長するときのみ使用します。
※演算処理装置の出力は一例です。
※別途、水位計データを演算処理装置に入力することにより、流量演算が可能
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